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研究成果の概要（和文）：  

ケニアの下痢症等のアウトブレークについてその流行状況の把握と起因菌分析を行い、２
００８年末のサウスニアンザ発生コレラ流行とマンデラ発生小児下痢症の流行の原因の解
明を行った。さらに、都市化した地域での5歳以下小児の下痢起因菌の現状を明らかにする
ために、首都ナイロビ近郊の医療施設で下痢起因細菌の病因学的検索を行なった結果、下痢
原因が従来の細菌からロタウイルスへ変化しており、もはや古典的下痢起因細菌は分離され
なくなっていることが判明した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
  We have investigated to know the real situation of diarrheal disease outbreak in Kenya. 
We studies cholera outbreak started from South Nyanza in 2008 and diarrheal outbreak in 
Mandella near Somali border.  We have also investigated causative agents among pediatric 
cases less than 5 years of age to evaluate the significance as diarrheagenic agents in 
the urbanized setting from 2008 to 2009.  It reveals that Rota virus is an only major 
causative agent of diarrheal diseases and classical enteropathogens seemed to be no longer 
major diarrheagenic agents.  
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1. 研究開始当初の背景 
細菌性下痢症は途上国では、取り組むべき重
要な公衆衛生学的課題の一つであるが、治療

法及び対策が先行し、病因論的検索などの調
査は十分には行なわれていないのが実情で
ある。小児の下痢症では病原性大腸菌が重要
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な位置を占めるが、O157腸管出血性大腸菌感
染症については、本邦では集団発生以来、大
きな社会問題となった。しかし途上国におけ
る本菌感染症の実態はあまり知られていな
い。また病原性大腸菌の診断は専ら血清型診
断に依拠しており、この診断法は病原因子の
有無を調べる検査法ではないため、十分なも
のではなかった。今回、５種類の病原大腸菌
が保有する病原因子を検出する PCR法を用い
て確度の高い検査が可能となり、これまでベ
ールに包まれていた大腸菌感染症の実像を
明らかにする必要性がある。 
2007 年末からスバ地域においてコレラが発
生し、我々は衛生行政当局からその制圧にむ
けた技術的支援を要請され、調査チームを派
遣し、原因菌の同定および原因菌の薬剤感受
性の結果などを報告した。 
当時大統領選挙後の政治的騒動の影響もあ
り、またビタのラボ整備が思うような進捗を
見せず、予想外に時間がかかっている。 
  
２．研究の目的 
本研究は、途上国において、特に乳幼児の高
い死亡原因となっている細菌性下痢症の実
態を把握するため、都市部はもちろん
HIV/AIDS 感染等の種々の感染症が大きな社
会問題となっているビクトリア湖周辺地域
において、病原性大腸菌を中心とした病因学
的調査を実施し、下痢症の罹患率、環境への
浸淫状況から、この地域で取り組むべき公衆
衛生学的な課題から具体的な方策に至るま
で、探るのが目的である。 
 
３．研究の方法 
検体採取と検査の概要 
・便、血液などの検体採取と搬送 
（車および公的な輸送手段） 
・病歴採取－DSSからの情報入手 
 HIV検査情報と実施 

・検体の細菌学的検索 
１)通常の検査 
２)新種の菌の分離の試み 
Plesiomonas shigelloides 

  Providencia属菌 など 
３)Multiplex PCR法を用いた病原大腸菌の 
同定 (毒素と線毛などの病原因子をター
ゲットにする。) 

・毒素及び菌体抗原の血清疫学 
（遺伝子工学的手法による精製と抗毒素抗
体の検出系の作成 : 抗 VT1、VT2 抗体 
 
４．研究成果 
（１）2008年末からタンザニア国境近くの
サウスニアンザからはじまったコレラは
ウガンダ国境、中央部のイシオロ、北部国
境、モンバサの海岸地域までコレラが流行
し、2009年には、ほぼケニア全土に拡大し

た。小流行が発生すると、我々は厚生省当
局から制圧にむけた技術的支援の要請を
受け、現地に赴き、検体採取、原因菌の同
定、分離菌の薬剤感受性を含めた性状検査
などの結果を報告してきた。これまでに１
５０株に上るO1コレラ菌を分離し、生物型
はクラシック、エルトールのハイブリッド
型、テトラサイクリンに対してはほとんど
が感受性であり、耐性の株の遺伝子はアジ
ア株と同様であった。現在耐性遺伝子の詳
細な分析を行っているところである。 
また、2009年の年末から2010年の初頭にか 
けて、隣国ソマリアでの小児を中心とした 
下痢症の流行に遭遇し、その原因の解明を 
行っている。当初、コレラ菌による流行と 
考えられたが、遊牧民のミルクを介した病 
原大腸菌が原因であることが、明らかとな 
り現在その詳細を詰めているところ位で
ある。 

（２）都市化の進行した地域での下痢起因
菌の現状を明らかにするために、ケニアの
首都ナイロビ近郊地域であるキアンブ地域
の2医療施設（キアンブ県立病院、カルリヘ
ルスセンター）から5歳以下の小児を対象に
して下痢起因細菌の病因学的検索を行なっ
てきた。下痢患者が出れば、そのサブロケ
ーションから年齢、性が同じ健康小児から
採便し、下痢起因菌の病因学的分析を行っ
た。古典的病原菌については通常の細菌分
離を行い、病原大腸菌については1症例から
3コロニーの大腸菌を分離し、マルチプレッ
クスＰＣＲシステムによって検出を行なっ
た。同時に、カンピロバクター、エロモナ
ス、プレジオモナスシゲロイデスなどの下
痢起因菌についても同様の検索を進めた。
ロタウイルスについては   下痢症例、
健康者グループ間の分離率をMacNemer の
方法でその病原的意義について分析した。 
その結果、合計595のペア検体を採取でき、
細菌学的、分子生物学的方法で検索した。
赤痢菌、サルモネラ菌、コレラ菌は分離す
ることはできなかった。ロタウイルスは下
痢症例、健康小児からそれぞれ169（28.4％）、
1（0.17％）が検出された。病原大腸菌につ
いては病原大腸菌、毒素原生大腸菌、腸管
凝集性大腸菌が下痢症例、健康小児グルー
プからの分離頻度はそれぞれ14 (2.4%) ,16 
(2.7%); 37 (6.2%) 38 (6.3%); 88 (14.8%) 
111 (18.7%)であった。 
  McNemar testによる分析の結果、ロタ
ウイルスが下痢症発生と密接な関係を示唆
し、その病原的意義の裏付けとなることが
判明したが、病原大腸菌についてはその病
原的意義を示すことはできなかった。した
がってナイロビなどの近郊地域ではもはや
古典的下痢起因菌は分離されることは少な
く、もっぱらロタウイルスなどが下痢を起



 

 

こす主体であるということが判明した。 
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